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本日の内容 

• 2022・2023年度実証試験効果検証結果報告 

1. 実証調査の背景・目的 

2. アンケート調査について 

3. 電動カート利用者人数と利用者の特徴 

4. 電動カートの利用について 

5. 電動カート利用と介護予防の関連 

6. 電動カート運営と介護予防について 

• 2024年度調査、ご協力の御願い 
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実証調査の背景と目的 

 背景 

• 地域における“移動”は重要です 

• 移動支援によって移動手段が増えるだけでなく、お出かけ先が増

えたり、周りの方とお話する機会ができたりすることで介護予防

につながるかもしれません。 

 目的 

• グリーンスローモビリティ（以下、電動カート）導入によって 

介護予防効果・社会保障費低減がみられるか検証することです。 
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アンケート調査にご協力いただいた人数 
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調査回数 調査時期 返送いただいた数 

第1回目調査 
 
2022年7～8月 
 

河内長野市様：578票 

第2回目調査 
 
2022年12月 
 

河内長野市様：469票 

第3回目調査 
 
2023年7～8月 
 

河内長野市様：385票 

多くの方にご協力いただきました。 
感謝申し上げます。 
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グリスロ利用割合変化 
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電動カート利用者は期間とともに増加 

（％） 

期間とともに利用者増加 

未定稿 

女性 
が多い 
66.5％ 

75歳以上
が多い 
70.5％ 

利用なし（％） 利用者（％） 

女性 55.6％ 66.5％ 

75歳以上 57.4％ 70.5％ 

利用なしと比べた 
利用者の特徴 

※2023年7~8月アンケート回答者385人より算出 
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電動カートを週１回以上使用している方が最多 

※2023年7~8月アンケート回答者385人を100%として算出 

（％） 

57人 

70人 
73人 



電動カートの便利さでは、カート利用者の82.0%が
電動カート導入で外出が容易になった 

【質問】電動カート導入により、導入前に比べて外出（買い物など）が容易になったと感じましたか 
【回答】とてもそう思う、ややそう思う、変わらない、あまりそう思わない、そうは思わない 

とてもそう思う 
98（43.9%） 

あまりそうは思
わない 

7（3.1%） 

ややそう思う 
85（38.1%） 

変わらない 
28

（12.6%） 

そうは思わ
ない 

3（1.3%） 

無回答 

2（0.9%） 

82.0 
※2022年12月の電動カート利用者223人より作成 
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電動カートの利用目的は87.4％が買い物だった 
【質問】電動カートを利用した目的を教えてください。 
【回答】買い物のため、通院のため、友人・知人に会うため、近隣のバス・駅利用のため、イベントに
参加するため、通いの場に参加するため、理由もなく外出したかった、会議(自治体など)に参加
するため、色んな世代の人と交流できるため、その他 

買い物
のため 

87.4% 

通院のため 

17.0% 

友人・知人
に会うため 

4.5% 

近隣のバス・
駅利用のため 

15.7% 

イベントに参
加するため 

4.5% 

通いの場に参
加するため 

9.4% 

理由もなく
外出した
かった

5.4% 

会議(自治会
など)に参加
するため 

1.8% 

色んな世代
の人と交流
できるため 

6.3% 

その他
7.6% 

カート利用目的
第1位は買い物

87.4% 

【その他の利用目的】 
 

・公民館 

・郵便局 

・ボランティア活動 

・サークル活動 

（%） 

※2022年12月の電動カート利用者223人より作成 



電動カート利用中にほぼ全員がコミュニケーションあり 

【質問】電動カートを利用・運転中にどなたかとコミュニケーション（挨拶・会話など）をする機会はありましたか  
【回答】電動カート利用者の98.5％で会話機会あり 

※2023年7～8月の電動カート利用者200人より作成 

（%） 
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乗客（見ず知らず）   

運転手 運転手や見ず知らず
の乗客と7割以上の
方がコミュニケー

ションあり 
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乗車頻度が多い
方が、望ましい

変化 

5か月よりも１年
で望ましい変化 

電動カートをきっかけに増加したと回答した者（％） 電動カートをきっかけに増加したと回答した者（％） 

乗車頻度が多い者ほど、電動カートの利用期間が延びる
ほど主観的に望ましい変化が多い 

外
出 

こ
こ
ろ 

人
と
の
つ
な
が
り 

主観的変化 

※アンケート回答者の結果 

未定稿 
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要支援・要介護リスク評価尺度（最終アウトカム） 
• 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査の必須項目（10問）と性・年齢で約3年以内の要支援・要介護認定を予測 
  →厚生労働省の調査票変更前後どちらでも予測妥当性があることを確認済 （Watanabe R., et al. 2022） 
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要介護リスク得点は、週1回以上利用群で減少傾向 
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※1：要介護リスク得点無回答者は除外した。 
※2：年齢については、１年後調査時にもベースラインの年齢で得点化した 
※3：2023年7~8月アンケート回答者385人より算出 
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p = 0.188 

n=49 
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未定稿 



要介護リスク得点減少傾向となった理由は？ 
（電動カート未利用者と比べて良好になっていた指標） 
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要介護リスクと直接関連する項目 

• 預貯金の出し入れをしている人が増えた 

社会参加に関わる項目 

• 老人クラブ、町内会参加頻度が多い 

友人との関わりやメンタルヘルスに関わる項目 

• 新しい友人の数が増えた 

• 日常生活の楽しみが多い 



2024年度調査ご協力の御願い 

16 返送のご協力をお願い致します。 

調査回数 調査時期 返送いただいた数 

第1回目調査 2022年7～8月 河内長野市様：578票 

第2回目調査 2022年12月 河内長野市様：469票 

第3回目調査 2023年7～8月 河内長野市様：385票 

第4回目調査 
 

2024年7～8月に調査を予定 
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まとめ 
• 2022・2023年度の実証調査では、電動カートを約1年間走行しまし
た。 

•河内長野市さんの有効回答者（385人）のうち電動カート利用者は200
人(52%)と走行期間とともに増加していました。 

•電動カート利用者の多くは（82％）外出量が増えている感じており、ここ
ろ、人とのつながりも良好になっていました。特に利用頻度が多い方、利
用期間が長くなるほど良好になっていました。 

•電動カート利用者の要介護リスクが低下傾向であり、介護予防に効果が
ある可能性があります。 

•電動カート運営に関わる方は、要介護リスク得点が減少しており、運営に
協力すること自体が介護予防にもなりそうです。 

•本実証成果をより明確とするために2024年7～8月に再度アンケート
を送付させていただきます。ご協力をよろしくお願い致します。 


